
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年生が５月２４日(火)・２５日(水)の２ 

日，市内の２１の事業所等で職場体験学習を 

実施しました。コロナ禍ということもあり， 

職種によっては受け入れが厳しいところもあ 

り，すべてが第１希望というわけにはいきま 

せんでしたが，働くことの意義だけでなく，良さや大変さの両方を味わった 

ようでした。将来，どのような手段で稼ぎ，生活をしていくのか，自立する 

ことのたいへんさを実感したようでした。今は百年時代，そして，ＡＩによ 

り，今ある職業の半数以上がなくなると言われています。そんなこれからの 

厳しい時代を生き抜いていかなければならない自分の将来について考える良 

い機会になったと思います。 

御協力いただいた事業所の皆様，本当にありがとうございました。 

鹿屋市立大姶良中学校 令和４年６月２１日発行 

生徒数〔令和４年６月２１日現在〕 

１年 ２年 ３年 全校 

60 63 87 210 

 

校長  

６月１０日は何の日か知っていますか？６月１０日は「時の記念日」です。 

日本書紀の中に，６７１年６月１０日に天智天皇が日本で初めての時計（『漏刻』と呼ばれる水時計）

で時の知らせが行われたという記述があり，この日が「時の記念日」となったそうです。ちなみに，日本

の標準子午線が通る明石市立天文科学館が開館したのもこの日なのです。 

ところで，「あれ,もうこんな時間か。」 

仕事であれ，遊びであれ，夢中になっていて時間が経つのを忘れてしまった経験は，誰しもあると思い

ます。こんな時こそが本当に充実した時間を過ごしたと言えるのではないかと思います。 

一生を充実した毎日で過ごすことができるかどうか。それは単に時間の長さに比例しないのです。百年

生きたゾウの一生と，数年しか生きなかったネズミの一生，どちらが充実した一生であったか。ゾウもネ

ズミも精一杯生きたとすれば，充実した一生という時間を過ごしたということであり，どちらも与えられ

た時間を有効に上手に使って生きてきたことになります。 

世の中には，「忙しい」「時間がない」と走り回っている人がいるかと思うと，時間はたっぷりあるの

に何をしていいか分からないという人もいます。 

仕事ができて人生が充実している人は，「忙しい」などとはあまり言わない気がします。仕事ができ

る人ほど時間の使い方がうまく，仕事をてきぱきとこなし，趣味や遊びの時間も持っています。また，

仕事を頼まれると「ああ，いいよ。」と気軽に引き受けてくれます。こういう人は，全神経を仕事に集中

するので，ミスなく仕事も速いです。「忙しくて時間がない」などと言い訳もしません。一方で，忙しが

っている人は，「時間がない」と言いながら，案外ヒマを持て余していることが多いのではないでしょ

うか。 

 時間は，一日２４時間。万国共通。老若男女に平等に与えられています。時間がないというのは，時間

を上手に使うことができないということなのかもしれません。願わくば，時間を上手に使って，人生を有

意義に，充実したものにしたいものです。こう書きながら，私も自分の時間の使い方を振り返り，改善し

ていけるところは改善し，更に充実した時間が過ごせるようにしなければと思うところです。 

 さて，１学期も２か月半が過ぎ，残り１か月となりました。地区総体も終わり，期末テストや３年生の

修学旅行，水泳学習等・・・まだまだ子どもたちにとって大切な行事や学習活動が待っています。「忙し

い」「大変だ」と思うかどうか，本人の気の持ち方次第ですが，「大変だ」と思えば，食事をとることも

歯を磨くことも，大変といえば大変のように思えてしまいます。 



 

 

 

日 曜 主 な 行 事 等 

１ 金 ＡＬＴ来校 

５ 火 市生活指導研究協議会 

６ 水 学校運営協議会 

７ 木 大隅地区中学校水泳大会 

９ 土 《土曜授業日》 

13 水 スクールゾーン委員会 

14 木 県民の日 

16 土 青少年育成の日 

17 日 家庭の日 

18 月 【海の日】 

19 火 生徒会専門部会 

20 水 終業式，大掃除 

21 木 

水難事故防止強調期間(～8/31) 

かのやっ子わくわくｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ in屋久島 

(～24日) 

22 金 県中学校総合体育大会(～29日) 

26 火 ３年三者相談(～8/5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○県中学校バレーボール大会 

【男子バレーボール部】   第３位  

○第２１回岩元旗中学校ソフトテニス大会 

【男子ソフトテニス部】   第３位  

○肝属地区中学校総合体育大会 

(県大会出場分) 

【男子バレーボール部】   第３位 

【男子ソフトテニス部】団体  第３位 

【柔道】  

男子個人６０ｋｇ級    第２位 

 ６月１４日(火)～１６日(木)の３日間，肝属地

区の中学校総合体育大会が行われ，各会場で熱戦

が繰り広げられました。 

 １日目が雨天のため，野球が順延になり，男女の

ソフトテニスも屋内の会場へ変更となり，子ども

たちも体調やモチベ 

ーションのもって行 

き方が難しかったの 

ではないかと思いま 

す。県大会出場につ 

いては右の「生徒の 

活躍」に掲載しまし 

たが，惜しくも県大 

会には届かなかった 

部活動の生徒も本当 

に一生懸命今まで練 

習してきたことを出 

し切ろうと必死にな 

って頑張る姿はとて 

も素晴らしいもので 

した。部活動で培っ 

たことをこれからの 

生活に活かしてほし 

いと思います。 

 ６月２日(木)･３日(金)にかけて，１２校の上級学

校の先生方に来ていただき，３年生と保護者を対象に

学校の説明をしていただきました。 

 ３年生も保護者の方も，各学校の説明に聞き入って

いるようでした。これからの進路決定に向けて，真剣

さが増したようでした。 

人権学習 
 ２年生が「総合的な学習の時間」の一環としてハン

セン病問題をテーマとした人権学習を行いました。 

 まず６月９日（木）には，ハンセン病問題に詳しい

大姶良小学校の先生にお越しいただき，ハンセン病問

題の概要についてお話ししていただきました。お話の

最初と最後には，先生のギター弾き語りによる人権に

関わる歌の披露もありました。 

 そして１０日（金）には，国立療養所星塚敬愛園の 

学芸員の先生にお越しいただき，ハンセン病問題や星

塚敬愛園のことについてさらに詳しくお話しいただ

きました。 

 星塚敬愛園は本校の校区内にあり，かつては園内に 

本校の分校もあったそうです。国の誤った政策によっ

て長い間人権を奪われ，国家賠償訴訟に勝利して自ら

人権を回復した現在でもなおさまざまな問題に直面

しているハンセン病元患者の方々が，本校の校区内で

生活していらっしゃいます。今回の学習をきっかけ

に，ハンセン病問題をはじめとするさまざまな人権問

題について，学習を進めていきましょう。 


